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イ
ン
ド
南
東
部
の
島
国
で
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
。
セ
イ

ロ
ン
島
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
セ
イ
ロ
ン
茶（
テ
ィ
ー
）

と
言
え
ば
泣
く
子
も
笑
う
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
ス

リ
ラ
ン
カ
産
の
紅
茶
は
非
常
に
有
名
で
あ
る
。

　

国
土
の
広
さ
は
北
海
道
よ
り
一
回
り
小
さ
い
。
七
つ

の
世
界
遺
産
が
あ
り
、
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
も
点
在
す
る
。

島
国
だ
け
あ
っ
て
魚
介
類
が
豊
富
だ
が
、
食
の
目
玉
は

何
と
言
っ
て
も
ス
リ
ラ
ン
カ
カ
レ
ー
だ
ろ
う
。
奥
深
い

辛
さ
に
き
っ
と
病
み
つ
き
に
な
る
。
夕
刻
、
イ
ン
ド
洋

に
沈
む
夕
日
は
寂
し
げ
で
美
し
い
。
現
地
の
人
で
す
ら

足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
折
、
カ
レ

ー
の
夕
餉
が
ほ
の
か
に
香
る
と
皆
思
い
出
し
た
よ
う
に

歩
き
出
す
。「
花
よ
り
団
子
」
は
世
界
共
通
ら
し
い
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
一
九
八
三
年
か
ら
二
六
年
に
わ
た
り

内
戦
を
経
験
し
た
。
終
戦
後
、
国
際
社
会
の
協
力
も
あ

り
急
速
に
発
展
し
て
き
た
。
元
来
勤
勉
な
国
民
性
な
の

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
時
、
彼
ら
の
合
言
葉
を
教
え
て

も
ら
っ
た
。

　
「
オ
ッ
コ
マ
、
ハ
レ
ハ
レ
！
」（
Ａ
Ｌ
Ｌ
、
Ｏ
Ｋ
！
）。

む
し
ろ
ラ
テ
ン
系
な
の
だ
ろ
う
か
。
カ
レ
ー
と
同
じ
で
、

国
も
人
も
非
常
に
奥
深
い
！

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義

ス
リ
ラ
ン
カ
国
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

世界で活躍する日本の建設企業 スリランカ民主社会主義共和国

ー
と
し
て
、
そ
の
期
待
に
全
力
で
応
え
る
べ
く
、
今
日

ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
力
と
、
世
界
規
模
の
人
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
結
集
し
、
施
工
・
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

特
に
安
全
・
品
質
面
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
注
意
喚
起

や
作
業
に
留
ま
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
現
地
作

業
員
に
対
し
て
は
、
安
全
行
動
に
つ
い
て
繰
り
返
し
指

導
す
る
こ
と
で
根
本
的
な
意
識
改
革
を
目
指
し
、
品
質

に
つ
い
て
は
作
業
の
効
率
化
も
含
め
、
現
地
へ
の
技
術

の
伝
承
を
目
標
に
関
係
者
と
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

現
場
の
あ
る
北
部
州
は
、
か
つ
て
内
戦
が
行
わ
れ
て

い
た
地
域
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
が
全
土
か
ら
当
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
た
め
に
集
ま
り
、
当
時
は
敵
・
味
方
に
分
か

れ
て
い
た
民
族
が
力
を
合
わ
せ
て
一
緒
に
施
工
し
て
い

る
。
勤
勉
な
だ
け
で
な
く
、
非
常
に
前
向
き
な
人
た
ち

な
の
だ
と
思
う
。
彼
ら
の
情
熱
を
前
に
、
当
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
出
来
る
こ
と
を
改
め
て
誇
り
に
感
じ
、
発

注
者
の
要
望
に
し
っ
か
り
と
応
え
た
い
と
使
命
感
を
新

た
に
す
る
。

　

最
後
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
日
本
に
興
味
を
持
つ
人

が
意
外
と
多
く
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
日
本
の
伝
統
文
化
に

つ
い
て
訊
か
れ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
さ
さ
や
か
な
文

化
交
流
だ
が
、
両
国
を
つ
な
ぐ
小
さ
な
架
け
橋
の
ひ
と

つ
に
な
れ
ば
と
思
う
。

終
わ
り
に

スリランカ
国道主要橋梁
建設事業PAC2

世界で活躍する
日本の建設企業

共
和
国
ス
リ
ラ
ン
カ
道
路
開
発
庁
を
発
注
者
と
す
る
全

国
主
要
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
目
的
と
し

た
全
国
規
模
の
橋
梁
（
全
三
七
橋
）
架
け
替
え
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
う
ち
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
二
に
該
当
す
る
。
当
パ

ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
最
大
の
都
市
コ
ロ
ン
ボ

か
ら
車
で
八
時
間
の
距
離
に
位
置
す
る
北
部
州
の
ジ
ャ

フ
ナ
市
及
び
マ
ナ
ー
市
近
郊
に
あ
る
八
橋
の
架
け
替
え

工
事
を
請
け
負
う
。

　

全
八
橋
の
う
ち
、
直
接
基
礎
及
び
Ｐ
Ｃ
プ
レ
テ
ン
橋

が
七
橋
、
場
所
打
杭
及
び
Ｐ
Ｃ
プ
レ
テ
ン
橋
が
一
橋
で

あ
る
。
着
工
は
二
○
一
六
年
十
一
月
で
、
二
○
一
八
年

八
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
る
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
南
北
一
六
○
㌔
の
範
囲
に
渡
り
現
場
が
分
散
し
て

お
り
、
全
サ
イ
ト
の
施
工
時
期
も
重
な
る
た
め
、
き
め

細
か
な
安
全
・
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。
発
注
者
が

要
求
す
る
グ
レ
ー
ド
は
高
い
。
日
本
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

工
事
概
要

作業風景（B13）①

八橋の位置図（B11〜B18※）

安全運転講習会作業風景（B13）②

※B11〜B18は、今回のパッケージ2工事の対象となる8橋の通し番号
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